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 対象地域の地盤構造や地震動伝播特性を把握することは地震防災上重要な課題である。本研究

では、表層の地震動特性を評価する方法として比較的簡便で有効性が認められている常時微動観

測より得られた H/V スペクトルを活用する方法を検討した。ここでは、H/V スペクトルを統計回

帰分析によって導かれる最大加速度の距離減衰式を用いて地震動の地盤特性による増幅率の大き

さと比較するとともに、横浜市神奈川区において実測された 12 地点 5 地震の地震動特性の実測

値と H/V を用いた理論値との比較検討を行った。 
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１．はじめに 
 
 1995 年阪神･淡路大震災以後、各方面で新たなる

地震防災対策の検討が行われており、その中でも対

象地域の地盤構造や地震動伝播特性を把握すること

は地震防災上重要な課題である。 

本研究では、地震動特性を評価する方法として地

盤特性の情報をボーリング調査に比べ比較的観測や

解析が簡便で有効性が認められている常時微動観測

より得られた H/V スペクトルを活用する方法を検討

した。ここでは、H/V スペクトルを統計回帰分析によ

って導かれる最大加速度の距離減衰式を用いて地震

動の地盤特性による増幅率の大きさと比較するとと

もに、横浜市神奈川区において実測された 12 地点 5

地震の地震動特性の実測値と H/V を用いた理論値と

の比較検討を行った。 

 

２．微動と強震動のＨ/Ｖスペクトル 
 

微動は神奈川区 12 地点(k-01～k-12)において、

NS 成分、EW 成分、UD 成分の３成分を 15 分間隔に３

分間（180 秒）計 2 回観測し、交通振動などの非定常

なノイズの部分を避け H/V スペクトル解析を行った。

強震動データは微動観測地点と同じ場所にある横浜

市高密度強震計ネットワークより、表-1 に示す 5 地

震のデータを対象として、スペクトル解析を行った。

図-1 にｋ-01 地点の微動と 5 地震の強震動の H/V ス

ペクトルを重ねた結果を示す。 

図より 1 秒以下の周期特性が極めて良く一致して

おり、両者の地盤震動特性の整合性が認められる。 

 

表-1.対象とした地震リスト 
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地震番号 地震発生時刻 震源緯度 震源経度 Ｍ 震源深さ

1 1999年05月22日　09時48分11秒 35.5 139.1 4.4 20

2 1999年09月13日　07時56分41秒 35.6 140.2 5.1 80

3 2000年02月11日　20時57分03秒 35.5 139 4.4 20

4 2000年04月10日　06時30分48秒 36.2 140.1 4.9 60

5 2000年06月03日　17時54分48秒 35.7 140.8 5.8 50

図 -1.地震動と

微動の H/V スペ

クトルの比較

（ｋ-01） 
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２．地震動特性の評価 
 

2-1 スペクトル特性の比較 

神奈川区 12 地点で観測された 5 地震の強震動スペ

クトルを最大加速度の理論値にもとづいて算定する。

理論スペクトルには式(1)を用いた。 

 

( )ωU = ( )ω
πρＶ３Ｃ
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Rθφ          （1） 

VC；S 波,P 波速度 

ρ；密度 

Rθφ；ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾌﾟﾙのﾗﾁﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ 

M0(ω)；震源ｽﾍﾟｸﾄﾙ 

ｒ；断層からの距離 

 

算定される工学的基盤面での強震動は 12 地点では

ほぼ同様な値をとるので、地震ごとの平均値より評

価した。平均した理論スペクトルを図-2 に示す。こ

の基盤スペクトルに常時微動の H/V スペクトル比を

乗じた結果を地表面での強震動スペクトルの理論値

とし、実測値と比較した結果を図-3 に示した。両者

の周期特性は比較的良く整合する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 最大加速度値の比較 

最大加速度値を算定するにあたって、表層地盤の

H/V スペクトルによる増幅率を検討する。本報では

表-2 に示した 3 地震の最大加速度分布を k-net 情報

から抽出し、1 種地盤と 2 種地盤の距離減衰の結果
より(2 種/1 種)で地盤の増幅率を検討した。神奈川
区での 5 地震の震央距離は 50 ㎞-100km であり、そ
の距離で見ると(2 種/1 種)の比は 3 地震とも約 1.5
倍程度となった。一方、神奈川区 12 地点の微動の

H/V スペクトル比から最大加速度に影響すると考えら

れる周期範囲(0.1－1 秒)の平均値及び H/V の最大値
を比較し結果を図-4 に示す。図より H/V の平均値は、

ほぼ距離減衰式から得られる増幅率に一致し、H/V が

表層地盤の増幅率に対応するものと考えれる。この

ため本研究では、基盤面での最大加速度の理論値に

H/V スペクトルの最大値を乗じたものを地表面の最大

加速度の理論値とした。理論値と実測値を比較した

結果を図-5 示した。図より H/V スペクトル比を用い

た理論値が比較的よく実測値と対応する傾向が認め

られた。 

 

表-2. 増幅率の検討対象とした 3 地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 
 

本研究の結論を以下にまとめる 

① 神奈川区 12 地点における常時微動の H/V スペク

トルと強震動の H/V スペクトルの周期特性は良

く一致し、表層地盤の影響が大きいものと考えら

れる。 

② 神奈川区 12 地点 5 地震の強震動スペクトルと最

大加速度について理論的な基盤スペクトルに常時

微動の H/V スペクトルを乗じた理論値の結果を

比較するとスペクトル特性および最大加速度は実

測値と比較的良く整合した。 
 

謝辞：本研究を進めるにあたり、k-net データを利用した。
記して、御礼申し上げます。 
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図-2 加速度理論スペクトル
(工学的基盤レベル)           

図-3 地震動の加速度ス
ペクトルの比較 

図-5 実測値と理論値の比較 

図-4 H/V スペクトルによる 

観測点別の増幅率 
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